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模型による冠’Cの試験

沿 革

山
形県の最北部,奥羽木線の小駅〃かまぶち〃は,冬ならば鉛色の空から毎日雪がちらっ 
いている。

山も谷もすべて雪におおわれているが,駅前にでてはじめて,ここに数十戸の部落のあるこ 
とがわかる。家のまわりは何度目かのおろしで一層雪が高くなっている。

そのうえ〃おんだれ’‘とよばれるよし簣や,たいていは飽かけをしていないバタ木にちかい 
板で家の側而全部をとりまく "雪囲い〃がしてある。やつと入口をみつけて一歩家の中にはい 
ると,しばらくは何も見えない。奥の部屋に16燭光のはだかTE球がポツンと灯いている。

おしえられたとおり,部落をはなれて線路をよこぎり,防‘雪‘林をぬけていくと’〃試験地〃 
がみっかる。山を背に,階段状にかまえた建物の集落は峡谷の温泉地を思わせる。
昭和9年,真室川営林署はここに貯木場と製板工場をつくった。当時国有林では直営の広葉 
樹製材工場を各地にもうけたその一^である。土地の人逹は〃官行の製板場〃,もっと略して 
〃官行・’とよんでいた。これらの建物ができる前は,この辺ー带はスギとトネリコの造林地と 
湿地带であった。そしてこの貧弱なスギ造林地のまん中には,現在でもそのままのこっている 
部落民共冇の火葬場がある。20年後の今日でも,夜はキツネが横行し,凄惨ななき声をきく 
のであるから,当時のさびしさがおもいやられる。

こんなところにできた貯木場と製板埸であるが,わずかな田畑と炭焼以外には,ほとんど収 
入のなかった部落民にとって,現金収入へのみちがひらけたことでしだいに活気づいた。そこ 
へ"試験地’ができることになったのである。
昭和9年というと,凶作と不況のため,とくに東北地方の世山村は疲弊のどん底にあった。

そして農村経済更生運動がはじまったころのことである。
時の林業試験場長,藤岡光長先生は,日本一の貧乏村をとくにえらび,試験地設定によって 

この村がすこしでもうるおえばというお考えから,この釜淵に〃試験地〃をおくことにされた 
という,神話のようないい伝えが今にのこっている,それほどの寒村であった。
昭和!0年11月7日には試験地設定の正式の告示があり,ただちに建設がはじまっている。 
当時の真室川営林署・長,柴田栄氏は,作業試剛室,製材工場,木工試験奎,付属官舎3棟(当 
時営林局所属,戦後試験地へ保管転換された)などの落成するまで試験場兼務で重責を果され 
たものだが,開庁式をまたずに転出された。
昭和11年2月1日は,いよいよ農林省林業試験場釜淵試験地としての開庁式がおこなわれ 

た。当日は釜淵有史以来のできごとでもあった。山林局長,場長,知事,営林局長,営林署長 
などの高官,その他官庁,業界の代表者や名士などを加えて百名ばかりが,この小さな部落に 
集ったのであるから,地元民は目をみはった。こうして,広葉樹の製材,乾燥,加工などの利 
用方而の試験と業界への技術普一及,さらに広葉樹の蓄積の多い東北地方の振興という重大使命 
をおびた試験地が発足した。2月17日には初代主任として斎藤美薦氏が任命された。

その後間もなく,研究室,木材乾燥室,研究員官舎などが完成した。木工試験室は製板埸の 
付属であったが,斎藤主任が真室川営林署•兼務で,営林局署とも密接な連けいをもちながら, 
試験の実行その他一切の実施に当った。

おおくの試験研究と指導普及の業蹟はつねに業界に直結していた。昭和12年には,森林治 
水試験の一環として気象観測舎,:吊’:水堰堤が設置された。

ちょうどその頃,構内の一角に,小さいながらも一宇の祠が建立された。戦時精神高揚の落 
し子ともいえるものだろう。そして終戦までは毎年お祭りが盛大に行われ,ときには神前で相
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撲大会が開かれた。しかし,近頃では,付近の小母さん逹が,晩秋の小春日和にささやかな変 
をはって,わずかに山神をなぐさめている,のどかな風景がみられるだけである。
昭和14年には官舎が2棟増え,また間伐材利用試験として簡易パルプ試験工場ができた。

15年には造林試験施設として苗畑,堆肥舎,作業舎などがつぎつぎと設けられ,またベニャ 
の製造機械も入った。さらに16年には,トチの実,ドングリなど樹実加工の設備も加えなけ 
ればならなくなった。そしてこの頃には大戦ぼつ発前夜のあわただしい緊迫した空気がみちて 
きた。
不安な世情のうちにも,この試験地は年ごとに成果をあげるとともにますます拡充をつづけ 

た。その間,見学者はもとより,各地官営,民営の製材,木工の技術者や,木材乾燥,パル 
プ,テックスの技術者が受講のため跡をたつことがなかった。谷間の部落釜淵もこれに呼応し 
てますます活気をおび,多くの技術をおぼえ,木材加工を主産業として発展していった。

やがて大戦をむかえた。試験地主任をはじめとして多くの職員は次々と召集されてゆき,男 
は半数にも足りないようになり,また試験研究のすすめ方にも戦時色が濃くなったことはいう 
までもなかった。女子目立エの養成,国産帯鋸使用試験,航空機材の木取の研究,軟質繊維板 
(テックス)の製造および改良試験,樹皮の利用,採油試験などはこの数例である。その上食 
粗増産,勤労奉仕,防空演習など,ごたぶんにもれず,ここでも多くの時間と労力をさかなけ 
れぱならなかった。
昭和20年,ようやく終戦となったが,やはり戦争の傷手は急にはなおらなかった。それに 
翌21年ころからは当試験地の進路に大きな転換がはじまろうとしていた。主任や林産関係の 
職員はぼっぼつ本場に転勤していき,日ごとに心細い状態となった。それでも林産部門の製材 
加工,林産繊維,作業試験などは昭和24年まで残っていたが,ちくじ造林,施業,保護,防 
災の林業部門の陣容と交替していった。
営林署の製板場は22年から民営の単板工場とかわり,〃宮行"時代に働いていた人逹は, 

この新しい単板工場とカ、,その隣にできた製材工場などに吸収されていった。前者は現在の単 
板工場,すなわち北新加工株式会社釜淵工場であり,後者は製材,フローリング製造工場の 
〃まる釜"こと釜淵木材工業株式会社である。
昭和22年にはまた,林政統一にともなって,この試験地の名称も,股林省林業試験場秋任 【 
支場釜淵分場とかわった。つづいてもっとも大きな転換として,林産関係の試験研究がすべて 
本場に集中することになった。創立以来の表看板がすっかり塗りかえられることになつたわけ 
である。これは林産研究の能率化ということでもあったろう。しかしこの地方のように,よう 
やく発展途上にある林産関係の工場の多い地元からすれば,手近かな指導機関を失って大きな 
傷手であったにちがいない。この林産関係の職員や施設の移転には昭和27年までかかった。

とにかく,これで当場の内容が一変した。それまで 防災,造林,経営,保護の各研究員が 
全部一室に同居していたのが,それぞれ一部屋づつをあてがわれ,人の配置転換もあって,名 
実ともに林業部門の試験場らしくなった。
製材工場,製品置場などの建物は取りこわし処分され,パルプ試験工場は,いまの庶務室, 
分場長室,講堂,医務室などのある本庁舎に生れかわった。
建物がとりこわされたあとはテニスコートになり,製品置場あとは低温室になった。
もとの林産関係に従事した人達の一部も,現在それぞれの研究室に属し,新しい試験ととり 

くんでいる。林業試験の成果もちくじあがりつつあるといえよう。
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試験研究の槪要

1. 製 材
主として,広葉樹利用の完璧を期するた 

め,昭和!1-21年までは(1)木取および 
貯材に関する試験,⑵木材鋸断の理論およ 
び所要動力に関する試験,(3)製材,木取, 
目立の理論および技術に関する試験を行っ 
た。

その後24年まで,とくに製材,木取法の 
確立,および鋸［［立仕上法の改良に関する試 
験をつづけた。

2. 木 工
製材と同様,昭和11-21年まで,主として 
広葉樹利用のH的で,⑴ 銅削理論および所 
要動力に関する試験と ⑵ 木工木取銅刃研 
磨の理論および技術に関する試験を行った。

3. 乾 燥
昭和11-21年まで,木材の天然および人 
工乾燥の理論と乾燥技術に関する試験,なら 
びに乾燥装磴の試作試験など行ったが,重点 
は実際の技術指導におかれた。

4. ベニャ
昭和!5年から単板の製造技術および経济 

に関する試験を行つた。
5. パルプおよび繊維板
主として間伐材利用の目的で,昭和15年 

からソーダパルプ製造機械の性能調査,ス 
ギ,ヒバのソーダクラフトパルプ製造時の蒸 
解試験および,濃縮試験,また15年には, 
植物性人造板の新原料と製法に関する試験を 
行った。その後軟質繊維板製法の改良,木材 
接着剤としてのヴィスコースの利用などに関 
する諸試験を24年までつづけた。

6. 特殊林産
昭和16年から戦時中にかけて,コシアブ 

ラ,スギ葉などからの採汕試験,および卜 
チ,ドングリなどの樹実利用に関する試験を 

行った。
7. 作 業
創立以来製材研究のかたわらブナ材の管 
流,手びき鋸の研究等作業研究を施行してお 
ったが,本格的には昭和19年から手びき鋸 
の鋸型,歯型,目立の試験研究に着手し,この 
成果を基にして,鎖鋸(動力)について歯型, 
目立,とくに材種に適広する切歯と搔歯の組 
合せと目立法の合理化について研究した。

さらに伐木,造材作業における作業時間の 
分析,作業者の疲労測定,使用器具機械の研 
究および待上運材の合理化のための雪楹の研 
究などに着手したが,林産移転にともなう研 
究室の再編成により,支分場における作業研 
究は秋田,髙知だけで施行する方針になり, 
待宪者は高知へ転出,当分場としてはこれを 
中止した。

8. 経 営
昭和24年,真室川営林署管内に試験地を 

っくり,コナラの舫芽,伐採方法と生長の関 
係などの調査に着手した。その他薪炭林の林 
相改良として,ニセアカシア,クヌギなどの 
育苗,山地植栽試験を行い,また東北各地の 
薪炭林について樹種改良や生長,伐採の方法 
咛期などについて調査した。

さらに昭和28年には,股業綜合研究所積 
雪地方支所(新庄)と共同で山村民の国有林 
利用状況や山村労働力の需給構造などについ 
ての現地調査を行った。しかし,これらの研 
究は,昭和29年,研究員が配置換されたの 
で中止となつた。

XXX
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試験研究の;槪要

造林研究室
9. 播種による林木育成の研究
(i) ポプラの育種

ポプラ類の交配,選抜を行っているが,そ 
のうち昭和18年交配のアメリカヤマナラシ 
xドロノキは現在(11年後)樹高:16.8 in, 
胸高径27.5 cmでかなり優秀な成績を示し, 
現在はこのさし荆による山地植栽試験を行っ 
ている。

(ii) 肥料試験
火山灰土壌におけるスギ,カラマツの施肥 

適虽試験を行っている。
10. 肥料木の利用による林地肥培試験 

スギ不成績地に対し,ヤシャブシ,ヒメヤ
シャブシ,シラハギ,アキグミ,などの混植 
を行い,造林木の生長を観察している。

11•挿木および接木による苗木育成試験 
(i )カラマツの揷木

昭和16年開始し,新梢の夏さしは,多湿 
な環境と相まって,7〇〜80 %発根の好成績 
をおさめた。

(ii) スギの揷木
土性別,着葉飛の差別,あるいはホルモン 
剤の施用などにより活着,発根の試験を行 
い,また枯損防止,発根促進のため葉面施肥 
試験などを行っている。

(iii) ヤマナラシの挿木
ヤマナラシは活着発根困難といわれている 

が,冬期間採穂,土中貯蔵によって,かなり 
有望な成績をおさめている。

(iv) シラハクマツの接木
、優良松である本種の絶滅がうれえられてい 
る折から接木による増殖試験を行っている。

保護研究室
12.穿孔虫類の研究
昭和22年から24年まで,ブナ材・とマッ 

の穿孔虫について,主として,当地方重要種 

の消長を調査した。25年以降は,ヒメスギ 
カミキリの生態調査,ブナ穿孔虫の薬剤防除 
試験を行ってきた。

13. コガネ厶シ類の研究
25年,加:!fの実態調査からはじめ,イザ 

リア蘭,各種殺虫剤による防除試験を行い, 
さらに,分布,生態などについて調査,研究 
をつづけている。

14. 一般森林告虫の研究
管内に発生した’吾虫について,そのつど’ 
発生原因,消長,防除法を研究している。

15. 樹病の研究
育苗試験の一環として針葉樹稚苗の立枯 

病,スギの赤枯病などに関する試験を行って 
きたのであるが,昭和29年からは,ヒノキ 
の漏脂病,カラマツの落葉病,ポプラの病农 
などについて,病歐•病理y的研究分野もと 
りあげている。

防災研究室
16. 気象観測
昭和13年から開始,現在では,測候所の 
一観測点として指定されている。あわせて, 
観測弄の改良,とくに気象におよぼす森林の 
影響について研究を行っている。

17. 森林理水に関する研究
森林の洪水阻止,水源涵養および侵蝕防止 

の機能に関する研究であって,針広混交の 
2.5-3.1haのほぼ同形の谷で,昭和14年 
以来,払水試験をつづけてきた。昭和23年 
には一方を皆伐し有無林地の比帔をし,さら 
に昭和29年からスギ人工林(純林),広葉樹 
林の2カ所の谷をえらび,同様の観測および 
实験を行っている。

18. 森林の雪害防止に関する研究
林木の雪害,雪崩の機構を明らかにするた 

め,昭和23年から主として雪の力学的な究 
明に力をいれているが,一方雪客地の現地調 
査とその防除対策について研究している。
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参考林と試験地

1. 金山の大杉参考林
林は金山町岸氏の所冇であるが,1町歩1 
万石以上の蓄積を有するものとして,以前か 
ら著明なものであった。
昭和23年,嶺経営部長と当場員が,林分 
構造,生長の精密な調査を行い〃蓄積日本 
ーの造林地〃という折紙がっけられたもので 
ある。その後はこれを施業参考林として,当 
場で管理,経過の観察をつづけている。
年令 130年 面積 1.452 ha
1町歩当蓄積 9,202石(一部10,555石)
1ha当本数475本 平均胸高直往57.6 cm
平均樹高 39.8m 平均幹材積19.5石
年平均生長量80石
2. 実験林
理水試験,造林,保護の実地試験は,主と 

して真室川営林署•安楽城経営区9林班の一部 
を借り受け行っている。
昭和28年には分場周辺のスギ林約21ha 

が国冇林から移換された。今後はこれで各極 
の試験が行われる予定である。

3. 苗 畑
昭和13年から開こんし,現在区域而植 

1.5 ha。当初は地力がきわめて貧弱で,大豆 
すら,ろくにとれない状恁だった。このため 
肥料試験などには,かえって,あつらえむき 
でもあったようだ。

その後は,堆肥の施用で地力も向上し,現 
在は各種の試験が行われている。

4. 肥料木植栽試験地
苗畑の西隣りにあるスギ伐採跡地1.C4 ha 

に昭和25年スギを植栽し,行間に根瘤菌を 
有するシラハギ,イタチハギ,ヤシャブシ, 
ヒメヤシャブシ,アキグミを種別に植え,根 
瘤植物の植栽木に及ぼす効果の試験を行って 
いる。

5. ポプラの山地植栽試験地
昭和18年育成のアメリカヤマナラシとド 

ロ ノキの交配種からさし穂によって苗木を増 
殖しているが,昭和28年山形県東置賜郡中 
丿11村中山に植栽し生長経過を観察している。

6. 多雪地における造林試験地
耐雪性樹種の植栽試験として,昭和27年 

から,ちく次スギ,カラマツ,トドマツ,ヒ 
バを植栽,計約2haとなったが,今後広葉 
樹も試みる予定。毎年その生育状況,被’占状 
況を調査している。また,昭和25年構内の 
一部にアカマツの斜植試験を行ったが,これ 
は一応完了した。30年には,秋田営林局で管 
内多雪地の造林試験をはじめた。初年度はス 
ギ,カラマツ,ヒバの混植,寄植約lhaで 
あるが,これを今後とくに育林試験の対象と 
してみていきたい。

7. 混交林試験地
混交林が諸書に対して抵抗力が大きいとい 

う見地から,まずスギ,カラマツを混植し, 
さらに天然広葉樹の侵入を期待する試験地を 
設けた。スギ,カラマツは苗間4 m,列間5 
mで,交互に1本植と2本づつのかため植え 
をしている。昭和26年設定,面植0.6ha。

8. 理水試験地
森林の侵蝕防止機能と水源涵養性,すなわ 

ち治水と利水の両面を調べる目的で量水堰堤 
を設けた。昭和!3年6月約3.1haと2.5 
haの2沢の堰堤および水位計室が完成,14 
年1月1日から観測をはじめた。
昭和23年からは,一方はそのままの有林 
地,他は皆伐して無林地、として比較試験を行 
っている。昭和28年6月には隣接地に新し 
い堰堤をつくった。以上3沢は広葉樹天然林 
の燃材,用材の伐採後に,ヒノキ,スギの造 
林されたところで,新試験地は広葉樹だけと 
する計画である。ついで昭和29年12月には 
l.lhaのスギ造林地をえらび堰堤を設けた。 
今後は針葉樹(スギ),広葉樹,針広混交, 
および無林地の4沢の比較を計画している。

9. 游水林試験地
游水林造林に適する樹種の選定を目的とし 

て,14年理水試験地に併置された約0.1ha 
に計273本を等間隔に方形植栽を行った(樹 
種は10種)。26年には一応調査報告され 
たが今後5年ごとにあと数回の調査を予定し 
ている。
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釜淵試験地 憫葉樹利用抄報

〃
ク

林試彙報

林学会講
i間葉樹利用抄報

爽室川営林署 大島懲郎 
釜淵試験地

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
11
12
44
44

林学会講

片岡哲蔵 ク

ク
安川栄喜 ク

片岡哲蔵
片岡哲蔵山口喜弥太
釜淵試験地 i間葉樹利用抄報 15

ク ク 16
17

ク 18
// 19
ク 20

ク 21
ク 22

ク ク 23
ク 24
ク 25

真室川嘗林署 ,, 26釜淵盐験地

試験研究業績

利用関係

鋸の歯型に就て 昭11.11
鋸の捌き 11.11
砥石の常識 12.1
樹床板製材に於て加工仕上り幅9.0握のものと7.5複の ものと何れが有利か 12. 6
イス材に対する帯鋸の歯距に就て 12. 7
自動帯鋸目立機の歯型記蜒置 12. 8
イス材に対するテーブルバンドソーの歯型に就て 12. 8
ナラ材に対する大割帯錠の歯型に就て 12. 9
ナラ用大割帯鋸の歯距に就て 12.12
円鋸製材に於ける薄鋸の使用⑴ 13. 4
ブナ厚板人工乾燥進行中に於ける材中の水分分布につい て 13. 4
仕訳指に就て 13. 9
円鋸製材に於ける薄録の使用⑵ 13. 9
イス製材用带鋸の歯型に就て 13. 3
ブナ床板製材に於ける製品巾と製材歩止の関係に就て 13. 3
濶葉樹製材用帯鋸の歯型に関するー考察 13. 4
濶葉樹製材に於ける丸太径級と曇材歩止との関係に就て の2察 13. 4
円鋸製材に於ける薄鋸の使用に就て⑴ 13. 4

ク ⑵ 14. 4
濶葉樹製材工場に於ける作業能率増進に関する二,.三の 考察 14. 4
所謂国産帯鋸の使用に就て 16. 4
二,三の製材歩止に就て 17. 4
製材用鋸の厚さに就て 18. 2
製材屑木の層積と実績の関係 18. 2
ブナ帯鋸製材に於ける歯距に就て 18. 2
サハグルミ材に対する带鋸歯型 18. 3
帯鋸/ ～バツクによる製材・試験 18. 3
帯鋸の蝴妾に就て 18. 3
帯鎚の緊張堂に就て 18. 3
ホホ耳付板製材に於ける径級別製材歩止附 18. 3(ホホ材に対する帯鋸歯型)
帯鋸の腰入に就て 18. 3
製材機械及製材工場の標準型に就て 18.
鋸屑及其の容積測定に関する調査 18. 5
木工試験成績 17.11
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試験'研:究業績

ヱンドマツチャーの円鋸に就て
人工乾燥室内壁用並鉛•鑛鉄板の防錯剤に就て

昭17. 11 真室川営林署 ［ 釜淵試験地 濶葉樹利用抄報 26

研・應用砥石の新類と飽刃の切削機能との関係に就て
研磨用冷却剤の使用と削刃の切味との関係に就て 
飽刃研磨作業に於ける仕上砥の種類と飽刃の切味と の関係に就て
三方削飽機の操作に就て
木工機の加工能率調査
倉庫内に於ける温湿度と外部の温湿度との差
倉庫内に於ける木材含水率の変化
棧粗法の良否と人工乾燥の成績
含水率試験材の拠反時の木口よりの距離
絶乾温度による木材の含水率誤差
伽易乾燥器の試作並に使用試験
ブナ人工乾燥鈍!削材に於ける切削角及材の送り速度 等と光沢度との関係
ブナ材に於ける材の含水度と鉤刃の角度に関する研 
究

スギ小径木の製材歩止に就て 18. 5 釜淵試験地 i間葉樹利用抄報 27
帯鋸盤の鋸速度に就て 18. 5 ク 〃 28
汽縦の所要燃料に就て 18. 6 ク 29
円鋸の腰入阪と製材の関係 18. 6 グ ク 30
純国産帯•錠使用試験 18. 6 ク ク 31
木版法及製材機の種頰と製材能率に就て 18. 6 ク 32
鏡目立用撥出器に就て 、 18. 6 ク 33
鋸目立用撥揄•器に就て 18. 6 ク ク 34
製材作業に於ける挽材上の故障の原因 18. 6 グ 〃 35
鋸標準歯型に就て 18. 7 ク 36
鋸歯の歯距に就て 18. 7 ク ク 37
製材能率の向上方策に就て 18. 9 ク 試験抄報 39
女子目立エの養成に就て 18. 9 ク

•
ク 40

木造骨組の木工機械に就て 18. 9 ク ク 41
帮鋸の切削所要カに就て 18. 10 ク 42
鋸歯へ樹脂の附着する場合の対策 18. 10 〃 44
带鎚の抗張力に就て 18. 11 ク 46
円鋸の薄鋸使用⑶ 18. 11 ク 1 49
繊維板鋸挽円錠の歯型及目立に就て 18. 11 ク 1 "1 50



試験研究業

女子製材鋸目立工の成績 昭19. 2 釜淵試験地 試験抄報 54
帯鋸の賊部25ヶ所の鋸の使用試験 19. 5 55
带鋸に依る強化積脾材製材の目立法について 2〇• 31 ク ク 58
円鋸プレーナソーの目立に就て 2〇• 7 ク 61
带鋸目立機具に就て 19. 3 片岡哲蔵 山口喜祢太 林跋報告 39
円鋸製材に於ける薄鋸の使用に就て 19. 3 斎藤 片岡 美 哲 ク 39
植物性人造板の新原料と其製造法 18. 4 相山 藤 林学会講
凹達クラフトパルプ製造法について 17. 418.10 ク •瓢・易報 45
植物性人造板に就て 18.11 // 47
続植物性人造板に就て(性質その他) 48
棋維板の加工塗布試験(ヴィスコース法) 62
硬質繊維板の製造試験 ク 63
繊維板の吸水膨脹試験 64
加圧(冷圧)繊維板試作の概要 ク 65
耐水繊維板(地下建築材同屋根七渤・料)の製法について ク 66
繊維板の人工乾煥について 67

作業関係

ブナ丸太の管流に就て 昭18. 2 釜淵試験地 憫葉樹利用抄報 13
ブナ丸太の水中貯材試験 ク ク // 14
伐木造材用手挽鋸の常識について 18. 8 球抄報 38
ヤシ伐木造材用手挽鋸の歯型及目立について 18.10 ク 43
硬木伐木造材用!人挽手挽鋸について 19.11 ク 51
窓鋸搔歯の目立方法について 19.12 ク 52
サワグルミ伐木造材用手挽鋸の歯型及目立 19.12 ク 53
手挽絶々断能率増進について 19.12 宮川 信 — 山林 745
中庸硬度伐木造材用の1人挽手挽鋸の歯型及目立 2〇• 2 釜淵試験地 試験抄報 56
伐木造材用手挽鋸の目立について 2〇. 6 59
伐木造材用標準!人挽手挽鋸について 2〇• 7 ク ク 60
伐木用鋸の歯型について 21.5 宮川 信 一 みちのく 4
窓鋸の使用を勧む⑴ 22.11 ク 山林 768
窓鋸の使用を勧む(承前) 22.12 ク 769
斫伐作業機械化促進の機運に因んで 23. 4 ク 772
斫伐作業機械化促進の機曲こ因んで(承前) 23. 7 ク 774
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秋研時 1
// 3

日林講 61
61

林業技術 124
日林東北支3(1-3)
秋研時 4

4
日林・講 62
林業技術 135
日林誌 35(6)
林野庁調査課
山形果:国有林野経営 協磴
日林講 63

コナラの伐^采期日と萌芽するまでの日数との関係
コナラの萌芽生長と之に関聯する2, 3の因子について
薪炭林の施業法改善(第2報)コナラ萌芽の生長について 
薪炭林の龙礫法改善(第3報)伐採期節の生長におよぼ 
す影響
ニセアカシア萌労:林の調査成海?
コナラの生長垣:
コナラ萌芽の初期伸長の解折
コナラの萌芽^数と胸高直径伐:根直径との関係
施肥,耕版がニセアカシアの樹高生長に及ぼす影響
薪炭林の改良と樹種の珂題
コナラの木部に貯えられた澱粉の季節的変化
国有林野地元利用状况実態調査報告(18),山形県北村 山郡高崎村
地元における国有林労働の編給構造に関する実態調査報 告罟 第3章 最上郡安楽城村高坂部落
山林労働力の需給構造

昭 26.1
27. 3
27. 4
27. 4
27. 6
27. 7
27. 7
27. 7
28. 4
28. 5
28. 6
29. 2
29. 3
29. 4
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防災関係

根雪期間と杉の肥大生長との関係 昭23. 8 四手井綱英 雪 1
下枝の埋再と積雪高との関係 23. 8 ク
林木の雪害 23. 8 塩田 羽 ク
林相別による積雪深について 23. 8 片岡健二郎 ク
消皆促進試験成績 23. 8 伊藤浅治 ク
苗畑に於ける消雪促進効果 23. 8 児玉武男 ク
防当柵の機能(第1報) 23. 12 四手井綱英 伊藤浅治 林試集報 57

K 験研究業績

今後の伐木用手挽鋸の;治問題 昭 24.1 宮川信一 日本鋸工業振蜂々 報,研究号
伐木造材用手挽鋸の製法と改良 24. 2 // 山林 780
林業機械化 25.11 // 林業:技術 107
旦准の脚摩擦に関する二,三の模型実験報告 26. 6 ク 林集報 60
自動鎌による伐木造材作業の得失と合理化について 26. 7 林業技術 113
伐木造材用手挽鋸の目立法(1) 26. 8 ク 山林 807
伐:木造材•用手挽鋸の目立法⑵ 26. 9 ク 808

経営関係
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試験•研究「業::績 

積雪と森林 昭24. 1 四手井綱英 秋田営林局
防H柵の実験と山形地方の積雪の分布との相似性につい て 24. 4 ク 雪 2
森林と積雪 24. 4 ク 雪氷十年
森林の雪害 24. 4 ク ク
笹森を廷’防止試験地の現況を見て 24. 4 塩田 刃片岡健二郎 雪 2
防雪橋を利用した橄雪促進 24. 4 伊藤浅治
釜淵に於ける降雪と風向との関係について 24. 4 片岡健二郎 ク
スギ揷木養成苗の雪害に関する一実験 24. 11 四手井網英 雪 3
運材雪路の雪質 24. 11 伊藤浅治
吹雪の形態調査成績 24. 11 ク //
雪質に関する調査ー主として積雪の曲げ強度について 25. 2 四手井綱英 雪氷 11(5)
苗畑に於ける消雪促進効果 25. 5 四手井綱英 児玉武男 雪 4
肘折の雪害について 25. 5 塩田 羽
積雪の沈降カ(第2報) 25. 6 四手井綱英 高橋喜平 林剛報 44
幼令林の雪害 25. 7 高橋喜平 塩田 刃 林試集報 58
なだれ止め階段:OH•算式のー試案 25. 7 四手井綱英 雪連資料 7
雪質に関する調査ー程］雪の加圧剪断試験 25. 8 ク 雪氷 12(1)
木柱で沈降力を斐:持した場合スギ幼令林に及ぼす影響 25. 8 ク 雪 5
木材硬度計を利用した積雪の硬度測定 25. 8 小野茂夫 ク
撒土による消雪効果の調査 25. 8 塩田 53
林相による積雪深の変化(第1報,第2報) 25. 9 四手井綱英 片岡健二郎 雪連資料 7
木材硬度計を利用した積雪の硬度測定器 25. 11 四手井綱英 雪氷 12(3)
積雪の沈降カ(第3報) 25. 12 四手井綱英 高橋喜平 12(2)
積雪表面からの蒸発 25. 12 四手井綱英 児玉武男 雪 6
アカマツの雪害 26. 2 四手井綱英 雪連資料 9
苗畑における消雪促進効果 26. 3 四手井綱英 児玉武刃 雪氷 12(5)
植雪と森林 26. 4 四手井綱英 高橋喜平 林技シりLズ 23
雪代洪水について 26. 6 四手井綱英 雪 7
樹冠に積る雪量の模型実験 26. 6 // 〃
雪とスギ幼令林の成育に関する調査 26. 6 小野茂夫
稲］栽角によるアカマツの雪害について 26. 6 片岡健二郎
積雪(雪の積り方) 26. 6 髙橋喜平 //
有無林地の流量とくに驾代洪水について 26. 6 四手井綱英 山形求玳雪調査報告
有無林地表層土の含水量の変化について(第1報) 26. 6 四手井綱英 菅原敬二 片岡健二郎 林試集報 60
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試験研究業

雪のレプリカ 昭 26. 7 四手井綱英 雪氷 13(1)
斜植について 26. 7 ク 日林東北支 2(1)
奥羽地方の森林帯(予報) 27. 2 2(2)
昭和24年2月24日山口県河武郡川上村に発生した 27. 3 高橋喜平 林試集報スキ・造:林地の風土•凸調査報吿 塩田 为
積皆の密度資料 27. 6 雪害研究室 63
遊水林植:栽樹種経過報告 27. 6 四手井綱英 猪瀬寅三 ク
就栽密度がスギ幼苗の生育に及ぼす影響について 27. 6 四手井綱英 青森林友 45
積臼の遠心分離による含水史測定 27. 6 ク 雪 9
変相式浮力差法による積鸟含水量測定一予備実験一 27. 6 菊谷昭雄
奈雪について 27. 7 片岡健二郎 雪 10
積雪面上の気温の垂n'i分布 27. 7 小野茂夫 ク
冠雪の被務調査 27. 7 高橋敏男 伊藤浅治
積臼の樹木に及ぼす影響 27. 8 四手井綱英 日林講 61
釜淵森林理水試•験 第1回報告 27. 9 丸山岩三 猪瀬寅三 林試研報 53
冠雪の研究(第1報) 27. 9 雪害研究室 ク 54
釜淵気象流星報告(昭心〜25) 27. 9 防災研究室 プリント
表岡雪崩のー特異例 28. 3 四手井綱英 气氷 14(4)
冠雪による林木の被’占 28. 5 高橋敏男 雪連資料 27
雪質の調査資料 28. 6 雪害研究室 林試研報 62
冠 雪 28. 7 高橋敏男 日林東北支3(1〜3)
トドマツの生育温度 28. 7 四手井綱英
スギ幼令林の雪害と枝打ち 28. 8 小野茂夫 蒼林 4⑻
積曽の沈降 28. 9 高橋敏男 日雪氷識
冠雪の研究 28.11 雪氷の研究 1
斜面の積雪移動圧 28.11 四手井綱英
積雪の沈降カ 28.11 ク

雪崩と森林雪害との報告 28.12 四手井綱英 高橋敏男 総合調査報告書
雪寇計の口径と測定値 29. 6 片岡健二郎 東北気象研, 識
遠心分離による積雪の含水量測定 29. 8 四手井綱英 菊谷昭雄 雪氷 15(6)
雨雪衆及び融雪量の精’度 29. 8 高橋敏男 日雪氷講
山地降水定と流出土砂觉に関する調査報告 29.12 〃 山形県林務課
月山の積雲調査報告 29.12 小笠原和夫 四手井綱英 "ほ 16(4)
枝葉の冠雪 29.12 片岡健二郎 ク 16(3)
体積差による積’含水星の測定 3〇,1 高橋敏男坂 貞雄 雪氷の研究 2



試験、研究.業・績

手廻し遠心分離器による積雲の含水呈測定 昭30. 1 菊 谷 昭 雄 雪氷の研究 2

造林関係

からまつ揷木繁殖法 昭18. 6 猪 瀬 寅 三 股業世界 386
カラマツの揷木苗養成に就て 20. 2 釜淵試験地 試験抄報 57
揷木造林特にからまつ揷オ二苗養成法 22. 7 ク 国士再建造a 演集告森あイ技術講 术友会
カラマツ苗の生育と肥料成分との関係 26. 10 四手井綱英塩田 50 秋神导 1
スギ床替苗の平均生長と枯領率との関係 27. 3 四手井綱英 3
カラマツ苗の生育と肥料成分との関係 7 田 4窒素の形態と燐酸との関係 £ /・ 藤、 久カラマツ床替苗に2年連続同一・肥料を同一分量施した場 合の例 27. 7 // 4
カ、らまっの揷木 27. 8 塩 田 % 日林東北支3(1—3)
秋田県北部のスギ苗畑の霜書 27. 12 蒼林 3(12)
トゲナシニセアカシアと増殖 28. 2 秋柄・時 5
白 旗 松 29. 8 ク アカマツ,クロマツ 

林業総説林試発行
ポプラの育種と経過 29. 9 ク 青森支場何究だより47, 50
保護関係

ブナの穿孔虫 昭24. 8 髙 橋 良 雄 採集と飼育 11(8)
ネキリムシのー趨性 26. 1 余 海 no 昌 資 日林東北支 1(2)
ネキリムシの分散 26. 1 ク
秋田営林局管内の病虫害 26. 1 秋柄時 ・ !
水林国有林における松樹害虫の餌木による誘引試験 26. 5 イ丿・ 橋藤 良 陳 日林講 59
男鹿半島シナノキの被害 26. 12 '' 血 1I 〇 昌 秋研時 2
ハラアカマイマイについて 26. 12 〃
ブナ穿孔虫について(上) 27. 5 高 橋 良 雄 蒼林 3(5)

〃 (下) 27. 6 // ク 3(6)
ヒノキの枯死原因 語27. 7 浦 秋研時 4田
ネキリムシの共喰現象 27. 7 混 no // 4
DDTの使い方など 27. 7 蒼林 3(7)
カタビロトゲトゲの伝ばん 27. 7 ク 日林東北支3(1〜3)
コガネムシの産卵地選択 28. 2 秋研時 5
螢光灯周辺のネキリムシの密度 28. 2 、土 理 小 田 林

暢 民 男治 5
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試"験研究業績

ヒメコガネ幼虫に対する冬期の土地条件,とくに低温の 
影對 昭28. 4 余遠 no田 日林講 62
ブナ材のピンホール虫 28. 4 余 57£ 1I 〇 植物防疫 7(3～4)
ポブルスの害虫 28. 11 ク 臍ニュー ス 20
ヒメスギカミキリの産卵(加害)木の選択 29. 4 り 日林訪 63
コガネムシ類の梃みわけと優占種の推移 29. 4 ク 応用昆虫講
モモノゴ"マダラメイガの天敵 29. 3. 防疫ニュー ス 24
森林昆虫のサイ 3〇. 7 余 no 昌 資 ク 40
コガネムシ産卵と前作物(とくに緑肥植物)との関係 3〇• 8 小 林 民 治 日林東北支講
カラマツ苗立枯病罹病度に及ぼす施四穴の影牌 25. 6 四手井綱英塩田 カ 日林 32(6)
スギ蒔付床の消毒試験 26. 10 釜 淵 分 場 秋研時 1
スギ・赤枯病の伝染 26. 12 四手井綱英 2
カラマツの落乘病について 28. 8 伊 藤 一 雄 ユ ス 17
マツの病害についての2, 3の問題 29. 3 ク ク 24
ヒノキの漏脂病について 29. 7 ク ク 28
スギ造林地枝枯病の激’害地をみて 29. 10 ク ク 31
カラマツ苗のくもの巣病 29. 11 32
マツのこぶ病ー主として苗木の場合についてー 3〇• 5 ク 4⑸
カラマツ落集病の研究一特に病原菌の生活史(予報) 30. 8 伊

佐
太

藤藤田 5 日林東北支講
ハンノキ類のさび病 3〇. 8 藤 一 防疫ニュー ス 4(8)
リブクトニア茵による黄花ルーピンの萎凋病(根腐病) 3〇. 9 4(9)
マツ苗の雪腐病(灰色かび病) 3〇. 10 ク 4(10)
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氏
—

名 官 職 期 間 担 当業務 !.■；・ 专

柴 田 栄 技 手 昭〔10.6.31〕〜11. 1.14 兼任 真室川営林罟長
斎 藤 美 爲 技 官 ”〔10.5.31〕〜21. 10.15 主 任 本場木材部長
± 屋 博 技 手 ク10.11.7〜14・ 12. 31 利 用 戦 死
大 懲 郎 技 師 "11.1.14 〜13. 4. 24 兼任 爽室川営林署・長 戦 死
海 正 明 雇 ク11.1.20～14・ 2. 20 庶 務 柏蜀市役所
長 義 蔵 助 手 "11.3. 3〜14. 4.11 利 用 秋田県林業試験場
片 哲 蔵 技 官 〃11・5・3〇〜21・ 4. 30 利 用 北海道庁林潤指導所
鈴 鋼 太 助 手 "11.6. 3〜22.12.16 利 用 自 営
古 未 治 定 夫 "11.8. 2〇〜11. 10. 30 利 用 —
大山孫四郎 助 手 ク11・9.20〜25・ 11.15 利 用 本場木:材部
八 木 光 雄 助 手 "11.11.3〇〜I2. 4. 24 利 用 死 亡
笠 原 新 助 手 "11.11.30—11. 12.15 利 用 死 亡
大沼康太郎 属 "12. 6.18〜15. 2. 26 庶 務 本場会計課
小谷部禎 一 職 工 "12. 6. 3〇〜2〇. 9. 30 利 用
猪 瀬 寅 三 技 手 〃:12・!2.11～19・ 4.15 造林 治水 林野庁研究普及課
西 宮 正 三 技 手

"13.1.6〜15."16. 9.12〜17."19. 8. 2—21.
5.1512.135. 28 治水 庶務 好摩分場

布 宮 正 定 夫 "13. 4.15—13. 6.18 利 用 —
安 川 栄 喜 技 師 "13. 7.,12—14. 12. 28 兼任 真室川営林署長 死 亡
山 口喜弥太 技 官 〃13・8・22～25・ 5. 31 利 用 本場木材部
長 岐 杼 子 定 夫 ク13. 8. 22—14. 3. 28 利 用 旧姓横山
栗 田 力 助 手 "13. 8. 22—25. 11.15 利 用 本場木材部
高 橋 —I— 郎 技 官 〃13・8・22〜 利用 造林 釜淵分場
高 橋 正 —• 雇 "13. 9. 20—19. 3. 31 庶 務 死 ビ
中 川 新 定 夫 "13.11.10—不明 利 用 真室川営林署
菅 原 茂 技 助 手 "13.12. 2〇— 治水 造林 釜淵分場.
赤塚盜一 郎 職 工 "14. 3. 20—14.11.30 利 用 —
井 上 繁 子 助 手 "14. 3. 31—16. 11.29 治 水 旧姓栗田
菅 原 泰 作 事務官 "14. 6. 20—15."17. 6.12—3〇.

6.195.15 治水 庶務 熊本支場
黒 田 ―- 郎 技 手 "14.11.22—16. 7.17 利用 主任事務］反扱 北海道林業指珂所次長
矢 沢 頼 忠 技 師 "14.12. 28—17. 5.11 兼任 真室川営林署・長 山梨県林務部長
'岡 崎 功 風 "15. 2. 8—16. 9. 5 庶 務 死 亡
相 山 藤 士 技 手 "15. 3. 24—21. 5. 28 パ ルブ 自 営
猪 股 チ ェ 雇 "15. 3. 31—19. 3. 31 庶 翩 --- -
高 橋 良 雄 技 官 "15. 4.10—24. 9.15 治水 昆虫 真室川営林署
土 崎 子 •rfcr 職 工 ク15・8. 3〇〜15・ 10. 31 — —
猪 股 孝 技 官 "15.10.14—25 6. 30 治水 利用 東京営林局
今 野 高 蔵 助 手 "15.10. 21— 木 工 签淵分場
栗田マス 子 助 手 "15.10. 21—21. 5. 31 パ ルプ —
庄 司 要 作 事務官 "15.10. 21〜29. 2.16 利用 庶務 本場木材部
並 木 栄 司 助 手 "16. ]. 20—21. 4.12 バ ルプ -- ,
髙 橋 幸 栄 助 手 "16. 2. 21—18. 1.12 治 水 死 亡
髙 橋 春 子 助 手 "16. 4. 2—2〇. 9. 30 利 用 死 亡
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氏 名 職 期 IHI 担 当業務 備 考

中 川アサ 子 業 手 昭16. 5.16— 造林 バルブ 釜淵分場
中 村 章 嘱 託 "16. 6. 5—17. 1.13 利 用 旧姓草間本埸来材部仰究室長
渡 部松 雄 事務官 "16.

ク3〇.
7.14—19.5.16— 4.15 治水 造林庶務 釜淵分場

宮 川信 一 技 官 ク16. 7.16〜25. 9.15 作業研究室長 木曾分場研究室長
天 野ー 郎 技 師 "16. 7.17—18. 11. 泄務 主任事務取扱 戦 死
菊 地文 彥 技 官 "16.

ク21. 10. 7 〜19.5. 28—25. 12. 265. 31 パルプ 本場林産化学部
矢 萩ミ キ 助 手 〃17・ 4.1〇〜18. 9.13 治 水 —
栗 田ウラ 子 技 官 "17. 4・1〇〜 治水 保藏 釜淵分場
青 山安 蔵 技 官 〃17・ 4. 24— 造 林 釜淵分場
吉 川洸 一 技 師 〃17・ 5.11—21. 4. 9 兼任 真劉II営林署長 大阪営林局山崎営林翌・長
井 上金 作 業 手 "17. ]〇. 29—21. 4. 25 パルプ —
児 玉武 男 技 官 "18. 2. 5〜 造 林 釜淵分場
佐藤与次郎 業 手 ク18. 6. 30-19. 5.18 利 用 死 亡
井 上栄 子 技 官 ク18. 8.16— 防 災 釜淵分場
大場英貴 子 助 手 ク19. 1.15—21. 5. 28 治 水 死 亡
和 田定 治 業 手 〃19・ 1.16—2〇. 9.19 大 ェ —
片 岡ヨシ 子 助 手 “19. 3.16—26. 6.15 防災 パルプ 旧姓千川原
佐 藤キミ 子 助 手 "19. 3.16—24. 6.15 庶 務 —
柴 田忠 松 技 官 "19.

ク28. 4. 21—25.3. J・〜
11.25 利用 昆虫 釜淵分場

伊 藤勝 見 技 官 ク19. 7. 25〜 利用 庶務 釜淵分場
佐 藤ヒメ 子 助 手 ク19. 10. 31—2〇, 11.20 庶 務 —
庄司藤太 郎 助 手 ク2〇. 1.31〜 造 林 签淵分場
片岡健二 郎 技 官 "2〇. 3. 31— 防 災 h淵分場
今 宮寿 昭 助 手 ク2〇. 4. 9—21. 3. 29 作 業 —
猪 股サダ 子 技 官 "2〇. 4.15—27. 10. 31 庶 務 —
伊 藤フサ 子 :事務官 ク2〇. 4. 25〜 庶 務 釜淵分場
今 野淸 蔵 助 手 ク2〇. 9. 25—22. 4.10 利 用 —
山 口幾久枝 雇 "2〇. 9. 25—25. 11.15 庶 務 本場会計課
栗 林 博 助 手 "21. 3.14—21. 7. 31 パ /1 プ 林振好摩作業所
田 谷 清 助 手 ク21・ 3.14—21. 7. 31 バ ノ L ブ —
永 井芳 雄 技 師 ク21. 4.1—21. 9. 30 特殊林産 —
大 内 見 技 官 "21. 4. 9—22. 12. 25 兼任 真室川営林署長 本場経営部研究室長
三 浦哲 夫 技 官 〃21・ 6. 2]•〜 利用 防災昆虫 釜淵分場
菅 原チカ 子 雇 ク21. 6. 27—25. 9. 30 庶 務 旧姓松井
柏 倉瑞 子 業 手 ク21. 7. 5—22. 12. 31 — —
髙橋カタ 子 業 手 "21. 11.16—24. 6.15 造 林 旧姓姉崎
遠 田 伝 業 手 "21. 12.12—27. 11.30 利 用 本場木材部
高橋三之助 技 官 "21. 12.12— 造 林 釜淵分場
川 崎修 吾 技 官 ク22. 1.27—23. 8. 31 謳饋" 青森営林局利用課長
板 垣ミ ッ 副 手 ク22. 4.19— 庶 務 釜淵分場
児 玉芳 郎 助 手 ク22. 5.15—25. 6. 30 利 用 本場木材部
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高島・分場 
签淵分場 

:自 営
签淵分場 
j京大教授 
釜淵分場 
旭川営林局 
釜淵分場 
釜淵分場 

1釜淵分場 
釜淵分場 
経济企両庁 
秋HI支場 
釜淵分場 
秋田支場 
釜淵分場 
本場経営部 
签淵分場

本場防災部 
釜^*I分場 
秋田支場 
釜淵分場

秋田支場 
釜淵分場 
旭川営林局 
釜淵分埸 
釜淵分場 
釜淵分場 
釜淵分場 
釜淵分場

星川吉之助
垣 田 %
大場安之助
川 口利 次
四 手井綱英
小 野茂 夫
佐 藤 勲
佐 藤久 男
遠 田 武
星 川陽 士
佐 藤正 平
孕 石正 久
菅 原敬 二
遠 田暢 男
大 場直 男
伊 藤浅 次
舟 山良 雄
余 語昌・ 資
大場智也 子
菊 谷昭 雄
高 橋敏 男
大 場秀 敏
黒 弁アヤ 子

技 官
技 官
副 手
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
業 手
業 手
業 手
技 官
事務官
技 官
副 手
助 手
技 官
技 官
業 手
技 官
技 官
業 手
事務官

小笠J 
岡崎 
小坂 
小林 
近藤 
伊藤 
富岡 
栗田 
佐藤 
遠藤

:重助 
ヒサ 
淳一 
民治 
幸夫 
一雄 
芳男 
礼子 
稔美 
泰造

業手 
業手 
技官 
技官 
技官 
技官 
事務官 
技官 
業手 
技官

昭22. 6.15〜3〇• 3. 31
ク22. 
ク22. 
〃22・ 
〃23. 
"23. 
ク23. 
〃23. 
〃23. 
"23. 
ク23. 
ク23. 
ク24. 
“24. 
〃24. 
ク24. 
ク24. 
ク24. 
〃24. 
ク25. 
ク25. 
ク26. 
ク26. 
ク26. 
"26. 
ク26. 
ク27. 
ク27. 
〃27・ 
ク28. 
〃28. 
ク3〇. 

ク3〇.

8.1～
11.1— 27.
12. 26〜
3.10—27.
3. 31—
3. 31—29.
4.1〜
4. 6～
7. 31—
11.5—
12.10—27.
1.15— 25.
4.1〜
4.1— 26.
7. 31—
8. 31—29.
9.15—

10. 31—25.
4.1— 3〇.

11.1〜
4.1— 27.
4.1～
4.1— 26.
8.1— 3〇.

8.1— 29.
5.1～
6.1— 29.
9.1—
4.1—
5.1〜
3.16—
7.1〜

5. 31
8. 31
3. 31

3. 31
12. 31
9. 30
3. 31

12. 20
6. 30
3. 31
8.1
3.15
3. 31
9.16

在職・職・員名簿
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林
虫
長
災
務
林
林
林
災
燈
務
虫
務
災
営
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務
災
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務
務
営
営
営
虫
営
長
務
婦
林
災
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造
造
造
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